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その和田は 1923 年、関東大震災によって東大図書館の蔵書 60 万冊が焼失したことの責
任をとって図書館長を辞任しますが、その後任に宗教学者の姉崎正治（1873-1949）が就任






























1882 年から 1943 年まで存在していた「東京市」は、途中経過はともかくその市域は現
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在の東京都 23 区とほぼ重なるようです。この市には、市立図書館の前史から草創期（1908-
1914）を研究対象とした吉田昭子によると、もっとも設立年の古い日比谷図書館（麹町区、


















ております（秋岡 1988）。中田は 200 万円の予算を獲得し、井上哲次郎や諸橋徹次ら 40 数
名の著名学者の蔵書 30 万冊以上を反町弘文荘反町茂雄の助けを借りて買い上げ、すべて人
力で信州に疎開させます 5）。文化保存のための決死の行動は、金髙謙二がドキュメンタリー

































































































岩猿敏生（1919-2016）は、2016 年 4 月 9 日に享年 97 で逝去されました。岩猿の略歴、
業績および 231 件の「著作目録」などを含む詳しい追悼記が同志社大学の中島幸子によっ
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の必読書の一冊になっています。
3.8. 学術情報システム構想以降～雨森弘行・永田治樹






























報と図書館』（永田 1997）が挙げられると思います。この中では 1991 年の「大学設置基準」
改正以降の大学図書館経営について、組織や人事面、予算面から分析、検討を加えていま

























































館学の五法則』（ランガナタン 1981）です。原著の初版は 1931 年刊で、上記は原著第 2 版、
















し、翌 24 年 31 歳の若さで館長職に就きます。半年後、ロンドン大学図書館学部に留学し、
















ト博士が NLL の実践の中で培った経営信条を 18 原則にまとめたものです。この本の翻訳は、
図書館経営論の研究者高山正也（前国立公文書館館長）によるもので、1985 年に刊行され












ブレイビク（Patricia Senn Breivik）とギー（E.Gordon Gee, 1944−）の『情報を使う力』














































ウェアネス』と同館のメールマガジン「カレントアウェアネスー E」を連携させて 2006 年


























学が 80% 程度、公立が 60%、私立は 45% 程度だそうです。策定に誰が関与するかでは、
調査への回答のあった国公私 59 校で館長 51、管理職 48 と、圧倒的に館長と図書館上層部



















































から、業務委託が進行しています。「学術情報基盤実態調査」の 2017 年版（2016 年度分統
34
計）（文部科学省 2017）によると、図書館業務を「全面委託」している私立大学は 110 校







































































































































































































































谷は、筑波大学で 1999 年度に授与された課程博士の学位論文 169 件の約 16,000 の引用文
献の所在を調査し、その供給率を算出しました。例えば、そのうちの図書 3,212 冊の筑波大
学図書館での所蔵は、人文 74.0%、社会 55.2%、理学 46.7%、工学 62.2%、生命 59.5% で、
















































































































『外国学術雑誌目録：大正 10 年来現存』という最初の雑誌総合目録が刊行され、1937 年の
大連で開催された「全国図書館大会」で公式の場で初めて「総合目録」が採り上げられま












がっていきます。立法府の方に移った国会図書館は、1954 年から全国の 50 館の大学図書
館等から受け入れた洋書のカードを集め始め、1958 年に『新収洋書総合目録』の刊行を開





















































































1 ） 例えば、「大学図書館の経営：難問に立ち向かうために 2008 年度九州地区大学図書館協議会総
会」（九州女子大学、2008 年 4 月 18 日講演）や「大学図書館、変わらぬ存在意義を索めて：第
50 回（平成 21 年度）中国四国地区大学図書館協議会研究集会報告」（高知大学附属図書館，












5 ） 柳田國男の「炭燒日記」，『定本柳田國男集；別巻 4』筑摩書房，1971 刊に、中田邦造が頻繁に
訪ねてきて「文庫疎開」の様子を逐一報告していく旨の記述が、昭和 20 年 7 月 15 日、20 日、
24 日、26 日、8 月 19 日、9 月 13 日などの項に見られるます。























12） 実際、谷沢は 1983 年の日本私立大学協会図書館司書研究会講演「私の図書館への注文」で、
大学図書館批判を展開しています（谷沢 1996）。






























































＊著者 1982 年生。 ［第 1 章］大学制度上の東京帝国大学図書館、［第 2 章］文学部心理学























































館の概念 ,［2］大学図書館における蔵書構成 ,［3］図書館利用者へのサービス ,［4］大学図書







































1970．③『日米大学図書館会議報告書；第 2 回：70 年代の大学図書館』大学図書館国際連絡委
員会，1974．④『日米大学図書館会議報告論文集；第 3 回』大学図書館国際連絡委員会，1975．
⑤『日米大学図書館会議議事録；第 3 回』大学図書館国際連絡委員会，1977．⑥『日米大学図
書館会報告；第 4 回：70 年代の大学図書館』大学図書館国際連絡委員会，1989．⑦『学術情報
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